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はじめに 

 

西尾東高校インターナショナル・インターンシップ・プログラムは、生徒の国際感覚を養い、

進路実現の意識向上を図ることを目的とした事業であり、今年で８回目の実施となる。毎年多

くの参加希望があり、今年は応募にあたり理由書の作成を課した。結果、２年生１５名と１年

生７名の目的と意欲に満ちた２２名の生徒と、引率教員２名の計２４名での実施となった。 

 訪問するシンガポールは、ASEAN（東南アジア諸国連合）の中心的な位置付けにあり、多 

民族都市国家として、現代の世界経済の中で大きな役割を果たしている。国全体が教育・研 

究を重視し、グローバルに活躍できる人材の育成に努めている。公用語は英語で、南洋理工 

大学や国立シンガポール大学をはじめとした世界トップクラスの教育機関・研究機関を有し 

ている。 

 多様な民族、言語、文化に触れつつ、近代都市としての利便性や安全性も兼ね備えたシン 

ガポールの地で研修を行うことは、生徒にとって大変有意義な経験となる。地元の大学生と 

英語で会話しながら街を探索する「Brother＆Sister プログラム」や、今年度の新しい試みで 

ある「異文化交流プログラム」では、日本・シンガポールの互いの文化や生活を紹介し意見 

交換をするなど、英語の運用能力の向上と異文化理解を促す活動が大きな特色となっている。 

また、国立シンガポール大学を訪れ、「シンガポールの歴史」「シンガポールの教育制度」に 

ついて英語の講義を受ける経験も非常に貴重な機会となる。加えて、国立博物館、都市開発 

庁、水資源管理施設マリーナ・バラージ等の訪問では、現代シンガポールの国づくりについ 

ても学ぶ。なお、今年度は、前年度までのアンケート結果をふまえ、現地日本企業訪問の代わ 

りに、英語学習と異文化理解に重きを置いた内容に一部を変更した。生徒の就業への意欲の 

涵養をねらいとする「インターンシップ」についての研修内容は、次年度以降にあらためて 

検討をしていく必要がある。 

 訪問に先立つ事前研修では、英語学習をはじめ、訪問地に関する知識の習得、日本文化の紹

介のためのプレゼンテーション準備や意見交換等を行う。また、帰国後の事後研修では、発表

展示作成・報告書作成等の振り返りに加えて、各自が設定した探究テーマに関する英語レポー

トの作成を行うものとする。このように、当事業は参加生徒の資質向上に寄与するものとなる

よう、十分に計画されている。               チャンギ国際空港 Jewel 

シンガポールは８月９日に独立６０年目の節目を迎えた。自

身としては今回が３度目の引率となるが、毎年新しい魅力や刺

激を得ている。訪問地についてはもちろんだが、生徒たちについ

ての新たな発見が多くある。英語以外の言語に堪能な生徒、リー

ダーシップを発揮する生徒、物怖じせず世界の様々な地域の

人々とコミュニケーションを図る生徒など、東高生の知らなか

った力や可能性を目にすることができた時、大きな喜びを感じ

る。当プログラムが、本校生徒の視野を広げ主体的に他者と協働

する機会となり、スクールポリシーとして掲げる目指す生徒像

の育成にとって、大きな一助となることを確信する。 

最後に、御支援くださった同窓会並びに PTA の皆様に心より感謝申し上げます。 （稲葉） 
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令和７年度インターナショナル・インターンシップ・プログラム 日程表 

 

                                         

                            

 日 次 

 DAYS 

月 日 

DATE 

都市名 

CITY 
現地時間 
LOCAL TIME 

概 要 

REMARKS 

１ 

２０２５年 

８月２日

(土) 

 

中部国際

空港 

 

 

シンガポ

ール 

 

8:00 集合 

  

10:25 出発 

【SQ671】 

16:00 到着 

 

中部国際空港に集合 出発あいさつ 

〔出国手続き〕 

中部国際空港よりシンガポール航空にて空路 

チャンギ国際空港へ 

到着後、バスでシンガポール市内へ移動 

レストランにて夕食後、ホテルへ 

２ 

 

８月３日

(日) 

 

シンガポ

ール 

 

9:00～17:00 
終日：ブラザー＆シスタープログラム 

生徒３～４名につき現地大学生ガイド1名が同行し、

公共交通機関を利用しての街中班別学習 

３ 
８月４日

(月) 

シンガポ

ール 

 

9:00～12:00 

 

 

13:30～15:00 

16:15～20:00 

20:00～21:00 

バスにて視察研修へ(現地添乗員とともに) 

午前：リトル・インディア地区 千燈寺院、龍山寺 

   を見学後、カトン地区自由散策 

午後：シンガポール国立博物館見学 

マリーナ・ベイ・サンズ自由行動 

夕刻：MBS スぺクトラショー、GBTB ラプソディー 

ショー 鑑賞 

４ 
 

８月５日

(火) 

シンガポ

ール 

8:15 発 8:40 着 

 

9:00～10:30 

10:40～12:10 

14:00～17:00 

 

 18:00～20:00 

バスにて国立シンガポール大学へ 

国立シンガポール大学にて英語による体験授業 

体験授業①：シンガポールの歴史・文化講座 

体験授業②：シンガポールの教育について 

B＆Sディスカッション（異文化交流プログラム） 

大学生５人を迎え、意見交換会 

大学生２名を交えて夕食懇親会  

５ 
 

８月６日 

(水) 

 

 

シンガポ

ール 

9:30 発 

10:00～11:30 

13:00～18:00 

  
19:00～21:00 

22:00 

バスにて視察研修へ(現地添乗員とともに) 

午前：ラッフルズ卿上陸地点、マーライオン公園見学 

午後：マリーナバラージ、 

都市開発庁（シティーギャラリー）見学、 

ガーデンズ・バイ・ザベイ(SKY WAY)と園内散策 

夕食後、ナイトサファリ観光(英語トラム)へ 

チャンギ国際空港へ(現地添乗員とともに) 

６ 
８月 7日

(木) 

シンガポ

ール 

 

中部国際

空港 

01:20 出発 

【SQ672】 

 

9:00 到着 

 10:00 解散 

チャンギ国際空港よりシンガポール航空にて空路 

中部国際空港へ 

中部国際空港到着〔入国手続き〕 



シンガポール地図と行程 
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ホテルボス(HOTEL BOSS)に宿泊し、リトルインディア地区、カトン地区等を見学し、国立ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ大学
(National Univ. of Singapore)を訪問しました。 
また、都市開発庁（City Gallery）、マーライオン公園(Merlion Park)、マリーナバラージ(Marina Barrage)、
ガーデンズ・バイ・ザ・ベイ(Gardens by the Bay)、ナイトサファリ(Night Safari)等の見学をし、チャン
ギ国際空港(Changi Int’l Airport)から帰国しました。 

 

 

 

 

 

シンガポール航空ＳＱ６７１（セントレア発） 

Hotel BOSS 

National Univ. of 
Singapore 

Night Safari 

セントレア 

⇔シンガポール（チャンギ国際空港） 

（約 5,000km） 

札幌～那覇が約 2,300km のため、お

およそ往復する距離。 

Changi Int’l Airport 

Garden by the Bay 
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事前・事後研修について 

 
以下のような会合を実施し、研修旅行に備える。 
 
〇研修会   ：生徒対象の勉強会（シンガポールの歴史・文化・国づくり、英語学習等について） 

担当…引率教員、於…多目的室（アクティブラーニングルーム） 
〇保護者説明会：生徒及び保護者への連絡会（渡航の準備・費用等について） 

担当…引率教員及び旅行業者、於…多目的室（アクティブラーニングルーム） 
 

日付 時間 場所 内容 

ミ ー テ

ィング 
4/28
（月） 

12:45～ 多目的室 
(ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ) 

顔合わせ 
名前・緊急連絡先・スケジュール等確認 
第１回研修会について連絡 

第１回  
研修会 
第１回 
保 護 者

説明会 

5/16
（金） 

13:00～14:00 
 
14:30～15:30  

多目的室         
(ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ) 

英会話：ジェラルド先生と話そう！① 
自己紹介 
引率者紹介、事前指導・準備日程説明 
名観担当より日程・シンガポール情報・諸

手続きについて説明 
第２回 
研修会 

5/23
（金） 

16:00～ 多目的室             
(ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ) 

英会話：ジェラルド先生と話そう！② 
先輩の報告書より情報共有                       

第３回  
研修会 6/10

（火） 

16:00～ 多目的室        
(ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ) 

英会話：ジェラルド先生と話そう！③  
訪問地予備知識、ホテル部屋割 
Research Report の作成について                               

第４回 
研修会 

7/11 
（金） 

16:00～ 多目的室 
(ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ) 

英会話：ジェラルド先生と話そう！④ 
B&S ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのメンバーを発表 
B＆S ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ計画 
Research Report テーマ決定 

第５回  
研修会 

7/18
（金） 

12:30～ 多目的室 
(ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ) 

英会話：ジェラルド先生と話そう！⑤ 
異文化交流ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのプレゼンテーション準

備  
B&S ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ計画、事後研修役割決定                                           

第６回 
研修会 
第２回 
保 護 者

説明会 

7/23
（水） 

13:00～14:00 
 
 
14:30～15:30 

多目的室    
(ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ) 

英会話：ジェラルド先生と話そう！⑥ 
B&S ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ計画、異文化交流ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのプレ

ゼンテーション準備  
旅行準備説明、しおり配付、保険申込み 

第７回 
研修会 

7/29
（火） 

13:00～ 多目的室           
(ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ） 

講義①：”History of Singapore”を読んで 
異文化交流ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのプレゼンテーション予

行練習、B&S ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ計画、訪問地予備知識

直前確認事項・事後研修等について 
※事後研修…８月１８日（月）、１９日（火）、９月４日（木）～８日（月）文化祭展示発表準備、 

⇒９日（火）文化祭（全員） 
研修報告作成（全員）、Research Report 作成（全員）⇒8/21提出締切 ⇒冊子まとめ 



 

                     ６ 
 

８月３日（日） Brother＆Sister プログラム① 

   

大学生 と共 に回っ た場 所の中
でも、 僕は マリー ナベ イサン ズ
が特に 印象 に残っ てい ます。 マ
リーナ ベイ サンズ は地 下２階 か
ら 2 階まであ る巨 大シ ョッピ ン
グモー ルの ような 観光 施設で 横
に広い 建物 です。 マリ ーナベ イ
サンズ の中 には数 多く のお店 が
あり、 その 中には 日本 でも聞 く
ような 有名 ブラン ドが たくさ ん
ありま した 。  

僕たち はあ まり人 がい ない時
間帯に 行っ たので 、い ろいろ な
お店で 商品 を見る 事が できま し
た。マ リー ナベイ サン ズでお 土
産を買 った とき 80 シンガポ ー

ルドル ほど かかり 、驚 きが隠 せま せんで した 。 
マリー ナベ イサン ズは 大きな 商業 施設で ある と同時 に、 観光施 設で もある ため

か夜に なる とショ ーも 行って いま した。  
僕はマ リー ナベイ サン ズ以外 にも ムスタ ファ センタ ーに 行きま した 。そこ では

食材や お土 産が格 安で 買うこ とが でき、 日本 で言う ドン キーホ ーテ のよう な場 所
でした 。特 に驚い たの が万引 き防 止のた めに 店に入 る前 に、結 束バ ンドで カバ ン
のチャ ック などを 固定 される こと でした 。万 引き防 止と しては 最適 であり 、日 本
でも導 入し て良い と思 いまし た。  

プログ ラム 前は不 安で いっぱ いで したが 、い ざ話し 始め ると昔 と同 じよう に聞
き取れ るこ とや喋 るこ とがで き、 成長を 感じ ること がで きまし た。 またシ ンガ ポ
ールに もう 一度行 ける ならば 、もっ と現 地の 人の生 活な どをも っと 知りた いで す。
（１年 榊原 ）  
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８月３日(日) Brother＆Sister プログラム② 

 

 ８月３日に行われた B&S プログラムでは、私達のグループは現地の大学生と一緒に沢
山の場所へ行きました。私のレポートのテーマは「交通について」で、大学生も質問にた
くさん答えてくれました。また、テーマ以外のことでも、たくさんの学びがありました。 
 最初は地下鉄 MRT の Lavender という駅に行きました。ホテルから一番近い駅です。そ
こで、私達は Ez-Link カードを購入しました。Ez-
Link カードは日本で言う交通系 IC カード、Suica
や manaca と同じようなものです。ただ、日本の
IC カードと少し異なる点は、そのカードを使うと
料金が大変安くなることです（首都圏の一部の鉄
道は IC カードを利用すると２〜５円ほど安くなる
がそれとは比べ物にならない）。発売額は 10＄で、
Deposit（預り金）として 5＄、あとの 5＄はすぐに使
えます。私が購入したカードは、トムとジェリーが描かれていました（写真１）。 
 MRT の駅はほとんどの駅でエアコンがきいていて、とても涼しかったのを覚えていま
す。日本に帰国してからの日本の駅は、エアコンが間に合っていない公共施設が多いなと
より感じるようになりました。ま
た、駅に入って電光掲示板を見る
と、発車時刻が書いてありませ
ん。ですがそのかわりに、到着ま
での所要時間が書いてあります
（写真２）。MRT は大変高頻度運
転ですから、利用者にとっては到着
までの時間がわかった方が便利なの
でしょう。また、運営側としても時刻表通りに運転するよりも、間隔で運転した方が楽で
す。これは日本の鉄道にもぜひ導入してほしいシステムだと思いました。 

さあ、そんな MRT を使って行ったところは、マリーナ・ベイ・サンズ、ガーデンズ・
バイ・ザ・ベイ、サルタン・モスク、伊勢丹シンガポール店、ムスタファセンターでし
た。 

(写真１)「Ez-Link カード」 

（写真２）「電光掲示板」 
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サルタン・モスクについて紹介し
ます。サルタン・モスクは名前にも
ある通りイスラム教の礼拝所です。
ここもまた独特な雰囲気でした。中
には、大きな部屋が一つ（写真３）。
観光客が入っていいのはここまでで
す。外装からは他の部屋も見えまし
たが、入って見学することはできま
せんでした。サルタン・モスク内部に
はたくさんの人がいました。老人の方
や家族連れの方、若い方など、老若男女問わずたくさんの人です。また、中へ入るには靴
を脱がなければならず、観光客向けの下駄箱もありました。とても神聖な場所でとても静
かでした。私達も中で 10 分ぐらい滞在しました。 
 また、他に行ったのはムスタファセンターでした。簡単にまとめると、シンガポール版
ドン・キホーテです。ただ、中や周辺はあまり治安が良くなく、独特な匂いがしました。
それに、中に入るときには、持っている手荷物の口に結束バンドを締められました。これ
はどうやら万引き対策だったようです。突然警備員の人に、「STOP!」と声をかけられたた
め、焦りました。あそこは旅の上級者が行くところ…、初心者には正直オススメできませ
ん。 
 時系列が前後しますが昼食の話題。私達
はシンガポールの有名な「ペーパーチキ
ン」をいただくため、Hillman Restaurant
（ヒルマン・レストラン）へ行きました。
そこでは、チャーハンとペーパーチキンを
頂きました。これが非常に美味しく、シン
ガポールで食べた中で一番美味しかったで
す（写真４）。シンガポールのレストラン
で食事をすると、消費税９％に加えサービ
ス税 10％もかかってしまうため大変高価だったと記憶しています。ですがそれに見合った
美味しさ。気になった方は大阪に日本店がありますから、ぜひ大阪に行った際は食べてみ
るといいかもしれません。また、その店で水を頼んだのですが、なんと 3＄以上（日本円
で約 350 円）。高い！これもびっくり…。どれだけ飲料水が貴重なのか伺えます。 

（写真３）「サルタン・モスク内部」 

（写真４）「ペーパーチキン」 



9 

 

 Hillman Restaurant を出てすぐに大雨が降ってきました。また眼前にも雷が落ち、大変
怖かったです。そんな中でも現地の人たちは平気そうにスマホを見ていました。シンガポ
ールでは天気の急変はよくあるよう
で、通り雨がほとんどだそう。その
雨も 45 分ぐらいでやみました。も
ともと、次の駅まで歩き MRT で行
く予定でしたが、大学生が機転を利
かせてバスで行くことになりまし
た。バス停は大変な行列でした。私
達が乗ったバス停は、多くの種類が
止まるバス停だったようで、間髪入
れずにバスがやってきます。10 分ぐらいたち、２階建てバスに乗車しました。その中で衝
撃だったのは、バス停「YMCA 停留所」。思わず放送をきいたときに電光掲示板を二度見
しました（写真５）。YMCA 停留所、なんでそんな名前になったのでしょう…。未だにわ
かりません。 
 たくさんの発見があったシンガポール。ネットで見た情報や人からきいた話と全く違う
ところもたくさんありました。自分で予定を計画し、自分で行きたいところへ行く。そん
なとても貴重な経験をさせてもらいました。この B&S プログラムの経験を今後の人生に活
かして行きたいです。（１年 岩月） 

 

 

（写真５）「次は>>YMCA」 



10 
 

８月４日(月) 千燈寺院・龍山寺 

 

この日はリトルインディア地区の千燈寺院と龍山寺という二つのお寺を訪れました。ど
ちらも歴史のある建物で、 それぞれに違った雰囲気や魅力があり、とても印象に残りま
した。  

千燈寺院には高さ 15 メートルもある大きな仏
像があり、実際に目の前に立つと、とても迫力
があり、厳かな雰囲気の中で光に包まれるよう
な感じがしました。建物の下には涅槃仏もあ
り、仏教の歴史や教えを少し身近に感じること
ができました。また、このお寺がタイの僧侶に
よって建てられたことや、「タイガーバーム」と
いう薬を作った兄弟が寄付をしたことを知り、
異文化のつながりも感じました。 

龍山寺は、千燈寺院とはまた違った雰囲気で
した。中国風の伝統的な建築で、屋根や柱には
細かい装飾があり、とても綺麗でした。ここは
航海の神様である媽祖を祀っていて、昔シンガ
ポールにやってきた中国の人々が安全を祈った
場所で、今も国家記念碑として大切に守られて
いることから、地域の人々にとって大切な存在
であることが伝わってきまし た。 (２年 梅井) 

 
 

千燈寺院 

龍山寺 
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８月４日（月） リトルインディア・カトン地区 

 

リトルインディアは文化的で活気のある、インド系住民の集住地です。寺院とモスクス
トリートアート、セラングーンロードを中心に広がっています。19 世紀にイギリス植民地
時代のシンガポールにインドからの移民労働者が多く集まり、形成されました。現在で
は、鮮やかな色彩の建物や寺院、スパイスの香りが漂う市場、インド料理レストランな
ど、インド文化を体験できる場所として知られています。（ ２ 年  杉 浦 ）  

リトルインディアは、スリ・ヴィラマカリアマン寺院など、鮮やかな装飾や緻密な彫刻
を持つヒンドゥー寺院が並び、シンガポールの象徴としても知られています。モスクや仏
教寺院など多様な宗教の建物が共存しているのも特徴です。また、街を歩くとかつてのリ
トルインディアの日常を描いた色とりどりの壁画アートにも出会えます。シンガポールの
他のエリアとは違った独特の雰囲気を楽しむことができます。（ ２ 年  榊 原 ）  

 

 
カトン地区は、シンガポール東部にある歴史的でカラフルな街並みが特徴のエリアで

す。もともとはプラナカン文化の中心地として発展しました。プラナカンとは、中国系移
民とマレー文化が融合した民族で、独自の文化や伝統を持っています。カトンには、パス
テルカラーのショップハウスやモザイクタイルで飾られた建物が立ち並び、写真スポット
としても人気です。また、ラクサ（ココナッツ風味のスパイシーな麺料理）で有名で、食
文化も魅力の一つです。カフェや雑貨店も多く、シンガポールの伝統と現代が融合した雰
囲気を楽しめます。（２年 杉浦） 

シンガポールのカトン地区
は、色鮮やかなプラナカン建
築やシンガポールの多文化的
な魅力を感じることができる
エリアとして知られていま
す。プラナカン文化は、中国
系移民とマレー系の文化が融
合した独特な文化であり、そ
の影響を受けた歴史的な建築
が楽しめます。カトン地区を
訪れると、色とりどりのプラ
ナカン建築が目に飛び込んで

きます。プラナカン建築は、カラフルなペイントや華やかなタイルで装飾されており、多
くの観光客を引き付けています。（２年 榊原） 
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８月４日(月) マリーナベイサンズ 

 

マリーナベイサンズ
は、シンガポールを代表
する統合型リゾートで、
三つの高層ホテルの上に
船のような形をした空中
庭園があるのが特徴で
す。館内には世界的ブラ
ンドが集まるショッピン
グモールや、カジノ、美術
館、レストランなどが揃
っています。自由時間
で、買い物や食事を楽し
みました。中にあるお店

は高級ブランドが多く、買える物が限られていましたが、自分たちで調べたお店に行き、
ショッピングをしました。TWG でお
茶を買ったり、Bacha Coffee でコーヒ
ー買ったりした人が多かったです。 

その後、夜には行われる光と音のシ
ョー「スペクトラ」を鑑賞しました。
噴水やレーザー、音楽が融合したダイ
ナミックな演出で、とても幻想的な時
間を過ごせました。みなは、きれいな
ショーに感動し、手を伸ばして動画を
撮影していました。（亀山） 
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８月４日(月)・６日（水） ガーデンズバイザベイ 

 

ガーデンズバイザベイは、シンガポール最大の植物園であり、注目度が高いのは、「ス
ーパーツリー」です。「スーパーツリー」とは、高さ約 20ｍ〜50ｍの人工的な木が 18 本あ
り、その幹の周りをアナナスやシダ類、亜熱帯地方のつる性の植物が植えられています。 

夜にはガーデン・ラプソディ（ラプソディーショー）と
呼ばれるショーが毎晩行われており、私たちは三日目に見
に行きました。音楽に合わせてライトアップされるスーパ
ーツリーは非日常的で、とてもきれいでした。見るときに
多くの人が寝っ転がってみたり、座ってみたりと楽しむこ
とができ、周りも見えるように配慮しているところも、シ
ンガポールの良いところだなと感じました。 

（右ガーデン・ラプソディ） 
 
最終日には「OCBC スカイウェイ」というアトラクシ

ョンを体験しました。幹をつなぐように作られた高さ 22
ｍ、全長 128ｍの遊歩道を歩くというものです。上から見
る景色はこの植物園全体を見渡せることができ、海も見る
ことができ、とてもきれいでした。高いうえに周り柱はなくワイヤーだけで揺れるので、

怖がっているメンバーも見られました。 
（左 OCBC スカイウェイの眺め）   

  
自由時間の時に園内を回ったのです

が、日本にはないような植物が多くみられ
て、面白かったです。詳しく見ることので
きる温室やブースは有料で、みることがで

きませんでしたが、無料で行ける範囲でも面白い植物が沢山あっ
たしきれいなフォトスポットのようなものもあってとても楽しむ
ことができました。（2 年 樋口） 

 
３日目の夜にラプソディーショーをみました。にぎやかな音楽

と、光の演出がとてもバリエーションが豊富で、とても綺麗で、
楽しかったです。ほとんどの人たちが寝転がってみていましたが、そうするほうが首が痛
くならないので最善策だと感じました。５日目の昼に行った時は、ショーの時とはまた違
う特別感がありました。橋の上から見る景色はとても綺麗でした。思ったより高くなかっ
たので、高所恐怖症の私でも全く大丈夫でした。（２年 鈴木） 
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８月５日（火） シンガポール国立大学講義①シンガポールの歴史 

 

私たちは研修四日目に NUS（シンガポール国立大学）に行き、教授による講義を英語で
受けました。一つ目の講義ではシンガポールの歴史について学びました。 

シンガポールの歴史の始まりは、1829 年に
遡ります。イギリスから来たラッフルズ卿に
よって、シンガポールは貿易港や東インド会
社の拠点として設立されました。そして、マ
レーシア、中国、インド、アラブから仕事を
求めて沢山の人々がシンガポールに来まし
た。1826 年にはイギリスの植民地となり、
1922 年には東アジアにおけるイギリスの主
要基地となりました。しかし、第二次世界大
戦がはじまると、イギリス軍は国へ戻り、1942
年にはマレーシアが日本の統治下におかれ、
シンガポールは降伏を余儀なくされ、日本の
植民地となります。終戦後イギリスはシンガ
ポールに戻ってきて、軍による政治を開始し、
シンガポールは海峡植民地となりました。その後イギリスによる植民地支配に反対した
人々により、リー・クアンユーら率いる PAP（人民行動党）が設立されます。PAP の影響
もありシンガポールは、マレーシアの設立を成功させ、イギリスからの独立も成功させまし
た。しかし、シンガポールとマレーシアの間にも対立が生まれてしまい 1965 年、マレーシ
アから独立します。そして独立したシンガポールの初代首相としてリー・クアンユーが選ば
れました。 

このようなシンガポールの歴史の
一連の流れを学び私は、今まで太平
洋戦争については理解していたが、
日本が植民地支配をしていた歴史な
どまだ知らないことが沢山あるなと
思いました。また、そのような過去を
乗り越えて、今のシンガポールがあ
るのだと言う事もよく分かりまし
た。（２年 藤川） 
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８月５日（火） シンガポール大学講義② シンガポールの教育 

 

私は、シンガポール国立大学に行き、現地の大学教授の講義を受けました。シンガポール
においての唯一の資源は「人」です。なので、シンガポールは教育に力を入れています。 

シンガポールの教育は、日本と比べてとても複雑です。シンガポールの小学校は 6 年間、
中学校は４から５年間、日本でいう高校に当たる中等後教育は１から３年間ありますが、中
学校からは義務教育ではありません。また、小学校を卒業する際には、PSLE(Primary School 
Leaving Examination)と呼ばれる卒業試験を受け、そのテストの結果によって、中学校のコ
ースが決まるそうです。日本では、住んでいる地区によって中学校が決まりますが、シンガ
ポールでは、テストの成績で、普通の中学校に進むのか、技術系の専門学校に行くのかが決
まります。この制度については、現地の教授も「厳しい」と感じていましたが、この厳しい
教育制度があるからこそ、イギリスやアメリカの大学よりも高い成績を収めることができ
るのかな、と思いました。 

シンガポールの大学進学率
は、半分以下の３から４割程
で、日本の 6 割と比べるとか
なり差があるな、と感じまし
た。大学の選抜の厳しさから、
そういうデータが取れたのか
なと思いましたが、それだけ
ではなく、PSLE によるもの
もあると言われました。シン
ガポールでは、一度進路が決
まると、軌道修正が難しいと
ころがあります。納得すると
同時に、大学での知識がなくともできる仕事に人を割り振ることができるからいいのかな
とも思いました。そういう背景もあって、シンガポールの大学進学率は低く抑えられている
のだと感じました。(2 年 伊藤) 
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８月５日(火) 異文化交流プログラム 

 

僕たちはシンガポール研修 4 日
目に異文化交流を行いました。異
文化交流では各班につき 1 人の大
学生に事前に準備した日本のこと
についての発表をしたり、質問し
たり、お喋りをしたり、トランプ
で遊んだりしたりもしました。発
表では感想やアドバイスを貰いま
した。みんなで英語で交流し、と
ても貴重な経験をすることが出来
たなと、嬉しく思いました。今後
自信に繋がる経験であったかもしれないので、無意味なものにせず自分の今後に活かして
いきたいと思いました。(2 年 杉浦) 

 
現地の大学生と UNO を使って一緒に遊ぶことで、リラックスした雰囲気の中で自然に

英語を話すことができました。カードゲームを通して盛り上がり、笑い声が絶えず、言葉
の壁をあまり感じずに交流できたのが印象的でした。遊びながら英語を使うことで表現力
も少しずつ自信につながり、学びと楽しさを同時に体験できた貴重な時間となりました。
さらに、ゲーム中に相手のユーモアや文化的な表現を知ることができ、英語だけでなく異
文化理解の面でも多くの発見がありました。日本の曲や、マンガ、アニメについて詳しい
のが意外でした。 （２年 岡田） 
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８月６日(水) ラッフルズ卿上陸地点・マーライオン公園 

 

私たちはシンガポール研修 5 日目に、ラッフルズ
卿上陸地点とマーライオン公園へ行きました。ラッ
フルズ卿上陸地点とは、シンガポールをイギリス植
民地として開発したスタンフォード・ラッフルズ卿
が初めてシンガポールに上陸した記念の地。1819
年 1 月 28 日に初めてシンガプーラ Singapura に上
陸し、何もない未開地だったこの地を貿易の中継地
点として繁栄させたラッフルズ卿の功績はとても大
きく、現在でもシンガポーリアンに慕われているそ
うです。 

マーライオンとは伝説上の動物で、上半身はライ
オン、下半身は魚の姿をしています。口から水を吐
き出すマーライオン像は、高さ 8.6ｍ、重さ 70 ト
ンです。マーライオン公園にある本体像は、東の方
角を向いて設置されています。これは風水において

非常に縁起の良い方向とされており、成功や繁栄を呼び込むと信じられています。さら
に、マーライオンの口から絶え間なく流れ出る水は、「富が絶えず流れ込む」ことを象徴し
ています。（１年 板倉） 

 
シンガポール研修５日目はラッフルズ

卿上陸地点とマーライオン公園を訪れま
した。ラッフルズ卿上陸地点とは、1819
年 1 月 29 日、イギリスのトーマス・ス
タンフォード・ラッフルズが初めてシン
ガポールに上陸した記念の地です。彼は
貿易の拠点となる自由港を開港し、シン
ガポールを大きく発展させ、シンガポー
ル建国の父と呼ばれるようになりまし
た。その功績が称えられて記念に像が造
られ、今ではシンガポールを象徴する観光名所の一つとなっています。 

 マーライオン公園には、シンガポールのシンボルとなっているマーライオンがありま
す。ライオンの頭と魚の下半身を持っており、その理由は、11 世紀にマレーシアの王族が
島に上陸した際にライオンを発見したという伝説と、シンガポールがかつて漁村だったと
いう土地の歴史が組み合わさって生まれたからだそうです。（１年 三浦） 



・マリーナバラージ 

シンガポールの一部低平地を洪水から守るという重要な役割を果たしています。豪雨時

には、ダムの 9 つの水門を開けて、過剰な雨水を干潮時の海に放出します。シンガポー

ルの緑化政策について詳しく知りたいときは、サステナブル・シンガポール・ギャラリ

ーに行くと詳しく教えてくれます。環境問題や水問題を体験型マルチメディアディスプ

レイ、展示、ゲームを通して説明しています。この屋上広場は、無料で 24 時間解放さ

れていて、シンガポール市民の代表的な広場となっています。  

・シティーギャラリー 

近年のシンガポールの著しい変化に特化したギャラリーの展示物が見れる 1999 年に設

立された博物館です。街作りを体験したり、シンガポールの自然保護努力を理解したり

することができ、ほかの体験型アクティビティもあります。シンガポールの感動的な歴

史にも没頭でき、多感覚情報を活用した展示を行っています。重要な見どころの 1 つ

が、光と音でリアル感を演出した、市中心部を俯瞰できる巨大建築模型です。ほかにも、

日の出から日没まで、シンガポールの日常生活を描く 270 度パノラマ画像が見学者を

囲むアトラクションもあります。 
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８月６日（水） ナイトサファリ 

 
最終日の夜、ナイトサファリに行きました。トラムに乗って英語の説明を聞きながら暗

い中、たくさんの動物を見ました。見たことのない動物ももちろんいましたが、シカがと
にかくたくさんいました。トラムに乗りながら動物たちを見る時間は楽しくもリラックス
した時間でした。（２年 鈴木） 
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文化について 

 
・シンガポールの食事について 

シンガポールは様々な民族の人が暮らしてい
る、多文化共存都市です。マレー、中国、イン
ド、ヨーロッパなどの文化が融合されています。

そのため、色々な種類の料理があります。中華料理、インド料理、マレー料理のほかにマ
レー料理と中国料理が融合した「プラナカン料理」が有名です。プラナカン料理は「ニョ
ニャ料理」とも言います。私は、プラナカン料理の中でラクサを食べました。スパイスが
効いていて辛さの中にココナッツのまろやかさがあり美味しかったです。全体的に香辛料
などで味付けされたスパイシーな料理が多いなと感じました。 

シンガポールの大学生にシンガポールの国民食を聞いたところ、多くの学生がチキンラ
イスをあげました。名前の通りご飯の上にチキンの乗ったシンプルな料理ですが、一緒に
食べるスープと上にかけるチリソースとの相性が良く美味しかったです。 

シンガポールの現地の人は外食が多いそうです。大学生に聞いてみたところ、シンガポ
ールの人は親が共働きだったり、学校などが忙しいため朝食も外食が多いらしいです。そ
んなシンガポールの朝食で有名なのが、カヤトーストです。ココナッツミルクと卵と砂糖
が合わさった、カヤジャムをパンに挟み、温泉卵とコーヒーと一緒に食べます。カヤトー
ストの店にはどこも行列ができており、その人気さが感じられました。シンガポールでは
色々な国の食文化を体験することができて、楽しかったです。（２年 鈴木） 
 
・生活について 

シンガポールの建物の特徴はビルやマンションなどの高い建物が多くあり、東京のよう
な街並みでした。また、シンガポールで一軒家に住んでいる人は非常に少数で一部の裕福
な人達が住んでいます。ほとんどの人は高層マンションに住んでいるようで、庭付きの家
を持っている人は、ほとんどいないそうです。そして、シンガポールは 1 年中暑いので多
くの家でエアコンが設備されているらしいです。（１年 金沢） 
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・交通について 
シンガボールの交通は車道は左側通行でした。日本

以外全部右側通行だと思っていたので、自分の常識が
覆りました。調べてみると、車道が左側通行の国は
53 ヶ国で主な国は日本・イギリス・インド・オース
トラリアなどでした。もう少し調べてみると、日本の
場合江戸の習慣で、武士は刀を左腰に差していたた
め、道ですれ違う時に「左側通行」の方が鞘同士がぶ
つかりにくく、喧嘩を避けられたとも言われていま
す。また、街道では人や駕籠が多かったので、自然と
「左側通行」が定着していったようです。シンガポー
ルの場合、19 世紀から第二次世界大戦までイギリス
の植民地で、イギリス本国と同じく「左側通行」を導

入したところ、独立後も道路や車両の仕組みを大きく変えるのは非効率なため、そのまま
左側通行を維持しているとも言われてます。走っている車はだいたいトヨタかホンダであ
まり日本と変わらないことに安心感がありました。（２年 沓名） 
 
・シンガポールについて 

僕は日本しか見てこなかったので、シンガポールの
ことを知って、とても衝撃を受ける場面が多かったで
す。シンガポールのリトルインディアでは、沢山のイ
ンド人が祈祷をしており、日本では見られないような
光景が広がっていました。また、道を歩いているだけ
で、マレー系、中華系、インド系、その他の人種の人
達がいました。
なのでもちろん
人種によって話す
言語も違うし、
お店の看板の言
語、料理も様々
でした。さら

に、あれほど栄えているのに、道端にゴミがほとんど
捨てられておらず、街全体が綺麗なまま保たれている
のも衝撃でした。シンガポールの法律は、とても厳し
いけど、その恩恵を受けていると身体全体で感じるこ
とができました。（２年 徳倉） 
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My Best Memory 

 

僕のシンガポールの一番思い出はガ
ーデンズバイザウェイで見たショーで
す。ショーを見る前に見たスーパーツ
リーとは全く違う印象を持ちました。
ショーの中で流れていた曲が全てシン
ガポールについての曲だったところが
僕の中で一番印象に残りました。15 分
程の短いショーでしたがプロジェクシ
ョンマッピングがきれいでつい見入っ
てしまいました。当日の夜、夜遅くに
も関わらず観光客などの人々が多く集
まっており、ガーデンズバイザウェイのプロジェクションマッピングは人々を魅了する程
にきれいなのだなと思いました。（１年 榊原） 
 
今回のシンガポール研修で印象に残っているのはマリーナベイサンズの買い物とホテル

です。マリーナベイサンズではブランドの店が並んでいて凄かったです。お土産もたくさ
ん買えてとても楽しかったです。ホテルではみんなで集まって、マックを食べてシンガポ
ールのスパイシーチキンが辛くて騒いだり、夜遅くまで友達と話して次の朝に寝坊した
り、お風呂から出たらみんなが居てすぐ話せたりするのが超めちゃくちゃ楽しかったで
す。なので、もう一度同じ人達で行きたいです。（1 年 金沢） 
 

私が一番心に残って
いるのは、マリーナベ
イサンズのショーで
す。このショーは、光
と水、音楽を組み合わ
せた幻想的なショーで
す。噴水にウォーター
スクリーンの映像もあ
りました。光と音楽の
迫力が凄くてとても感
動しました。完成度が高く、驚かされました。多くの観光客や地元の人々が集まってい
て、人気が高いことがわかりました。15 分という短い時間だったけどあっという間に終わ
りました。（１年 平川） 
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私が一番楽しかったのは、ナイトサファリです。世界で最も珍しい夜の動物園で、夜行
性動物がたくさん見ることができました。ライオンやフラミンゴ、象、かばなどがいまし
た。日本で見る動物よりも、夜にシンガポールで見た動物の方が、とても魅力的に感じま
した。また、実際にはそんなに見られていないけれど、９００匹以上の夜行性動物がいる
と知りました。いつかシンガポールにまた行った時には、もう一度ナイトサファリを訪れ
て、今回より多くの動物を見たいです。（１年 杉浦） 
 

私はこのシンガポール研修で、初めて海外へ行きました。最初は不安でしたが、実際に
行ってみると現地の人が優しく話してくれ、とても楽しかったです。 私の一番の思い出
は、大学生と交流したことです。大学生と一緒に水族館へ行ったり、お買い物をしたりし
ました。水族館は新しく、とても賑わっていました。また、魚の名前を教えてもらいまし
た。日本語と英語で言い方が全然違う魚ばかりでした。買い物ではおすすめのお菓子を教
えてもらいました。日本ではあまり見ないお菓子ばかりでしたが、どれも美味しかったで
す。移動では電車に乗りました。日本の電車とは違うところがたくさんあり、切符は無く
全てカードでした。駅のホームでは、落ちないように柵がついてました。とても安全だな
と思いました。シンガポールは日本と全然違うところが多く、驚きと発見が多かったで
す。とても良い経験になりました。また行きたいです。（１年 板倉） 
 
 私がシンガポール研修で一番心に残っている思い出は、英語で現地の方と話せたことで
す。B&S プログラムや異文化交流プログラムで現地の大学生とお話ししたり、研修で用意
されていたプログラム以外でも、ホテルのスタッフさんに両替のやり方を聞いた時や街中
で散策している時、レストランで注文をする時など英語を話す機会がたくさんありまし
た。 
 特に印象に残っているのは自由行動の時間で街中のマクドナルドに行った時のことで
す。店内にあるタッチパネルでのオーダーだったのですが、私の前にいた人がやり方が分
からず困っていたのを英語を使って助けることができました。「オーダーのやり方が分から
ない、教えて欲しい。」と聞かれた時は突然のことに驚いて、英語でしっかり伝えることが
できるのか不安でしたが、上手く話せたみたいで、お礼を言われた時は、私の英語で人の
助けになれたのがとても嬉しかったです。 
 勇気を出して話してみたことで、自分の英語に自信が持てるようになりました。シンガ
ポール研修を通して、自分自身が成長できたと思います。日本ではあまりネイティブの人
と英語を話す機会がないので、英語で話すのがとても楽しかったです。（１年 三浦） 
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今回のシンガポール研修での一番の思い出は、自分の英語か通じたという経験です。私
は５歳の頃から英語を習っていて、現在も学習中です。 

高校受験のとき、英語の文法の学習が足り
ていないと痛感しました。単語力には結構自
信があったのですが、文法がなかなかできま
せんでした。受験では、慣れることを優先し
て、たくさんの文章に触れました。その甲斐
あってか、結構な点数を取ることができまし
た。また、私はイギリス英語を主に学習して
おり、学校のアメリカ風の英語学習になかな
か慣れることができませんでした。ですが、
シンガポールでは私が学習していたイギリス英語風で、とくに「Centre」のスペルや
「via」の読み方、「mind」を好む表現、子音が刺さるような発音…全部自分が学んだこと
がそのまま出てきているのかと思いました。この感動は凄まじかったです。また、うまく
話すことはできなくても、相手に自分の意志を伝えることや、相手の英語をしっかりと聞
き取ることがとてもできていたと思います。わからない単語や表現があっても、スマホで
すぐに調べられる。もしも困っても翻訳アプリがある。便利な時代になりました。これら
に頼ることは褒められたことではありませんが、このバックアップの大きさによって、気
持ち的に余裕が生まれたのも事実です。伝えることがどれほど大切なのかを学んだ６日間
になりました。この経験から、もっと他の国に行ってみたくなりました。自分の意思を伝
えることができたのは、自分の英語力や表現力に大きく自信を持てる結果となりました。
この経験を活かし、今後はもっと英語の記事を読んでみたり、他の言語にも触れてみたり
と、たくさんの挑戦をしていきたいです。（１年 岩月） 

 
私がシンガポー

ル研修で一番印象に
残っているのは、マ
リーナベイサンズで
のスペクトラショー
です。初めてこのシ
ョーを見たので、想
像を超える綺麗さと
迫力に感動しまし
た。 

マリーナベイサンズは、夜景もとても綺麗でした。シンガポール研修ではたくさんの貴重
な体験ができて、また行きたいなと思いました。（２年 榊原） 
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シンガポールでの僕のいちばんの思い出は、マ
リーナベイサンズと、街中の景色です。 

マリーナベイサンズ周辺では、高い建物が沢山あ
り、1 番目立つような位置に、マリーナベイサン
ズがあったので、初めて見た時、圧巻でした。ま
た、建物の高さもとても高く、シンガポール・フ
ライヤーの、最高地点よりも高かったので、それ
はとても驚きました。 

街の景色では、様々で違った言
語、絵、表現があり、まちを歩いて
いるだけでも、その景色の中に入り
込んでしまうほど、素晴らしかった
です。さらに、歩いていて、野生の
犬や猫を見掛けることもなく、更に
はゴミもほとんど落ちていなく、日本で栄えている地域で、シンガポールほどゴミが落ち
てないところがあるだろうかと思うほど綺麗でした。夜景もとても綺麗で、マリーナベイ
サンズから花火が上がったりして、高い建物がとてもホテルから映えていました。 

（２年 徳倉） 

 
私の一番の思い出はシンガポールのガーデンズ・バイ・ザ・ベイで、まず夜に行われた

光のショーを鑑賞しました。巨大なスーパーツリーが音楽に合わせて美しく輝き、色とり
どりの光がリズムに乗って変化する様子はとても幻想的で、まるで違う世界にいるようで
した。広い園内全体がイルミネーションに包まれ、夜風を感じながらその美しさを堪能で
きたのは本当に贅沢な時間でした。写真や動画では伝わらない迫力とスケール感に圧倒さ
れました。 

翌日、昼間はスーパーツリーの上にあるスカイウェイに上りました。地上から見上げる
と大きな木のような形をしたスーパーツリーも、上に登るとまったく違う景色が広がりま
す。高い位置からガーデンズ・バイ・ザ・ベイ全体やマリーナ・ベイ・サンズ、シンガポ
ールの街並みを見渡して、とても開放的な気分になりました。下から見た光のショーの余
韻を思い出しながら、昼間の緑と都会の景色を一緒に楽しめたのが印象的でした。光と自
然、近代的な都市の融合を体感できた、忘れられない経験です。（２年 酒井） 
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私のシンガポールでの 1 番
の思い出は、B&S です。中で
も大学生と一緒に現地のスー
パーで買い物に行ったことが
思い出です。現地のスーパー
は、日本では見たことのない
ものが沢山ありました。大学
生おすすめのお菓子などのお
土産を買いました。スーパー
ということもあり安く買うこ

とができて、良かったです。日本の製品も多く見かけました。ただ、日本で買うよりだい
ぶ高かったです。おすすめの日本のお菓子などを大学生に紹介しました。私たちが行った
ビボシティは、1 階から 3 階までがス
ーパーになっており、品揃えがよく、
見るだけでも楽しかったです。試食な
どもありウィンナーを食べたのです
が、蜂蜜のような甘い不思議な味がし
ました。ドリアンも沢山売っていまし
た。匂いが凄かったです。他の観光地
では、味わえない現地ならではの体験
ができて楽しかったです。 (2 年鈴木) 
 

私の一番の思い出は、シンガポール国立博物館です。日本にある歴史についての博物館
は、日本から見た歴史を展示してあるのに対し、シンガポール国立博物館はシンガポール
から見た歴史が展示されていて、見方が変わりました。シンガポールから見たら、こうい
う風に見えていたのだと、感動した覚えがあります。日本の戦車や、軍服も飾られてお
り、少し驚きました。途中から、Axis Power 対  Allied Power ではなく、日本 対 
Allied Power になっていて、イタリアとドイツハブかよ！！と思いました。というか、日
本 対 Allied Powers はとんでもない構図だなと思いました。日本強すぎる。まあ、シ
ンガポールは一時期日本の植民地だったので、そういう意味でのこういう構図なのかな、
と思いました。しかし、日本の支配について繰り返し教えられたので、日本人からする
と、とんでもなく申し訳ないし、出た後に罪悪感が募りました。ごめんなさい。個人的に
は、大航海時代のスペインとポルトガルでハッピーな気持ちになりました。シンガポール
には全く関係ないけど、この二国の出現で幸せになれました。シンガポール国立博物館で
は、シンガポール目線の戦争についてよく知れたので、とても良かったし、面白かったで
す。(2 年 伊藤) 
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私の一番の思い出は、ガーデンズ・バイ・ザ・ベイで見た夜のショーです。昼間に訪れ
たときも美しかったけれど、夜になると雰囲気はまったく変わりました。巨大なスーパー
ツリーが音楽に合わせて光り出し、まるで生きているかのように動いているように見えま
した。曲が流れるたびにライトの色が変わり、赤や青、緑の光が夜空を彩りました。その
光景はまるで未来の都市にいるみたいで、とても幻想的でした。私は夢中で写真や動画を
撮りましたが、実際に見た景色の迫力や美しさはカメラでは表せません。ショーの最後
に、ツリーが一斉に輝いた瞬間、思わず「すごい！」と声を出してしまいました。その時
間だけは、日常を忘れて特別な世界に入り込んだ気分でした。あの光と音のショーは、私
の中で一生忘れられない大切な思い出になりました。（２年 杉浦） 
 

僕のシンガポール研修で 1
番印象に残っているのはマ
ーライオンパークです。シン
ガポールのイメージはマー
ライオンって感じだったの
で実物を見れてとても嬉し
かったです。この瞬間シンガ
ポールに来てるんだなと強
く再認識しました。マーラ
イオンのところからはマリ

ーナベイサンズも見えて、空も晴れ渡っていたので景色がとても綺麗でとても印象に残っ
ています。もしまた来ることがあれば、ここは必ず来たいなと思いました。(2 年 杉浦) 
 

私がシンガポール研修で一番印象に残っていることは、現地の大学生とディスカッショ
ンを行ったことです。私の発表では、インターネットの情報をもとに『日本とシンガポー
ルの職業選択の時に重要視する点の違い』について述べました。その発表を聞いてもらっ
た後のアドバイスを貰った際に、インターネットの情報の違う点などを教えてもらえまし
た。それを聞き私は、現地の人の実際の声を聴いてみる重要性を学びました。他にも自分
の英語を使うことによって、少し自信を持てる様にもなりました。以前までは言いたい事
もチャレンジして言えず、後から後悔してしまう事が多々ありました。しかし、現地の大
学生はとてもやさしくて自分たちの話を一生懸命聞いてくれていたので、挑戦して積極的
に会話することができました。今では英会話が研修前よりも楽しく感じるようになりまし
た。班の人の提案で遊んだ UNO も、ちょっとした話題について英語で話しながら遊んだ
ので緊張をほぐすことができました。班の人のことを改めてよく知ることもできて、とて
も楽しい交流になりました。今後私は、この経験を生かして様々なことに挑戦していきた
いです。（2 年 藤川） 
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私が今回の研修で１番印象に残っていることは、ドリアンを食べたことです。果物の王
様と言われているから、臭くても美味しいのかと思ったけど、なんとも言えない独特な味
がしました。前から気になっていたので今回食べられたことは、いい経験になったけど、
もう食べたくないです。（２年 梅井） 
 
 私がシンガポールで一番印象が残っていることは、B＆S プログラムで行ったビボシティ
のスーパーです。日本で売っているものも多くありましたが、ない物の方が多く特にお菓
子が変わったものが多い印象でした。 

私たちの班についてくれた大学生の方が、お菓子や食べ物で美味しいものを勧めてくれ
たのですが、私が一番感動したのは、コーラとグミでした。この二つはあまり好きではな
かったのですが、日本のものよりも甘くておいしかったです。また、ウィンナーが試食で
出ていて食べようと大学生の方が誘ってくれたので、食べてみたら、日本では食べたこと
のない変わった甘さがして、それの好き嫌いが分かれて、皆で英語で対話したことはとて
も面白かったし、楽しかったです。これをきっかけに大学生との距離が縮まって、買い物
中や帰り道でいろんな話題がでたり、話したいことを話せたりしたのが嬉しくて、英語を
しゃべることへの不安感が減ったし、とても貴重な体験をさせてもらったと思います。 
（２年 樋口） 
 
シンガポールのガーデンズ・バイ・ザ・ベイに行って、想像以上に感動しました。高くそ
びえるスーパーツリーは圧倒的で、近くで見るとその大きさと美しさに息をのむほどでし
た。ドーム型の温室には、色とりどりの植物や珍しい花がたくさん集められていて、まる
で異国の森を歩いているような気分でした。歩きながら香る花の香りや、木々の緑に囲ま
れる心地よさは格別で、自然の力を肌で感じられ
ました。夜になるとスーパーツリーがライトアッ
プされ、幻想的な
光と音楽の演出に
心を奪われ、まる
で未来の庭園に迷
い込んだかのよう
でした。自然の美
しさと人の創造力
が融合したこの場
所で過ごす時間
は、忘れられない
貴重な体験でし
た。 （２年 岡田） 
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私のシンガポール研修での 1 番
の思い出は MBS スペクトラショ
ーです。音楽と光、水の演出が一
体となり、まるで夢の世界にいる
ような気分になりました。噴水に
映し出されるカラフルなレーザー
の演出がとても幻想的で、思わず
見入ってしまいました。特に水面
に広がる光の反射は圧巻でシンガ
ポールの夜景と一体となり忘れら
れない体験になりました。今回の研修では人がたくさんいて、ちゃんと見ることができな
かったので、次シンガポールに行ったときはもっとちゃんと見たいなと思いました。また
行きたいです。 (2 年 半嶺)  

    
僕がこのシンガポール研修で一番印象

に残ったことは、シンガポールの歴史や
多民族国家による良い点がある中で、暴
動やデモといったことが実際に起きてい
たことに驚きました。どこに行っても
色々な人種の方たちがいて、とても仲が
悪かったとは思えませんでした。B&S プ
ログラムや異文化交流の意見交換会など
で話を聞いて、よりシンガポールの 

歴史について深掘りすることが出来ました。また、日本の文化や生活との違いについても 
驚かされました。様々な人種の方がいる中で、それぞれの文化や生活に違いがあり、とて
も興味深かったです。祀っている宗教や服装、食べ方なども違っていてとても勉強になり
ました。このシンガポール研修を通じて、よりシンガポールの歴史や文化について知る 
ことが出来ました。（2 年 中村） 
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私が一週間のシンガポール研修で一番思い出に残っていることは、B & S プログラムで
行ったリトルインディア地区です。インドには行ったことがありませんが、本場のインド
に近いものを感じました。街並みや交通状況、万引き防止対策、売り物などが独特でどれ

も本当に興味深いものばかりでした。客引きの人には「你好」や「안녕하세요」などとば

かり言われ、一度も「こんにちは。」を聞けることがありませんでした。 
昼に行ったナンが食べられるお店では、店員さんが「Are you Japanese?」と聞いてきて

「yes.」と答えた後にめちゃくちゃ笑顔になっていたことがすごく印象に残りました。ナ
ンはとてもおいしかったです。友達が頼んだカレーを少し分けてもらいながら、食べまし
たが辛かったです。でも、やっぱりおいしかったです。オレンジジュースを頼みました
が、最初はオレンジジュースだと思えないくらいスムージーでした。味はそこそこでし
た。（２年 鈴木） 
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おわりに 
今年度のシンガポール研修には、２２名の生徒が参加しました。まず、生徒全員が大き

な問題なくシンガポールで研修を終え、無事に帰国できたことを嬉しく思います。また、
この研修を実施するにあたり、ご尽力いただいた関係者の皆様に心より感謝申し上げま
す。 

今年は、世界水泳のシンガポール開催に伴い、例年行っていたヤクルト企業訪問がなく
なり、その代わりに「異文化交流プログラム」が新たに加わり、これまでとは少し異なる
形の研修となりました。異文化交流プログラムでは、グループになり、大学生と日本とシ
ンガポールの違いについて話し合い、英会話を楽しみました。生徒たちは、事前研修で日
本の文化や生活についてグループで調べ、シンガポールと比較しながらプレゼンテーショ
ンを準備しました。当日、大学生に発表し、質問を受ける中で「自国について知ることの
大切さ」を実感したと思います。また、生徒自らもいろいろな質問を考えて会話を深めよ
うとする中で、コミュニケーションの難しさや面白さを学ぶことができました。 

さらに「ブラザー＆シスター」プログラムでは、生徒たちが自分で計画を立て、大学生
に伝えて市内を案内してもらう体験をしました。中には、大学生のおすすめの場所に連れ
て行ってもらい、観光客だけでは体験することがないであろう“ディープなシンガポール”
を知ることができた班もありました。大学生としっかり英語でコミュニケーションをと
り、たくさんの話を聞き、さまざまな場所を案内してもらうなかで、日本とは違う文化を
体感できたようです。こうして異文化に触れ、日本との違いを感じ取ることは、改めて自
国について考える良いきっかけにもなりました。 

そして今回の研修で何よりも大切だったのは、「挑戦すること」でした。参加を決めた
こと自体が大きな挑戦であり、現地では英語の講義を受けたり、ドリアンを食べてみた
り、自分から積極的に話しかけ英会話に挑戦したり、ホテルでトラブルが起きた際に自分
で対応したりと、様々な場面で勇気を出して一歩踏み出す姿が見られました。これらの一
つ一つの挑戦は、生徒たちのこれからの人生において必ず糧になるはずです。 

最後に、生徒たちには今回の経験を通して学んだ「挑戦することの大切さ」を忘れず
に、これからも新し
いことに挑戦し続け
てほしいと願ってい
ます。（亀山） 
 



 

 

 

 

 

 

 


